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また、グループを超えた話し合いができたということも非常によかったことで、
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身、地域の日本語教室に出入りしてい

ますが、地域の日本語教室は日本人に

とっても大きな学びの場であると感じ

ています。

日本語教室では外国籍の方々の抱え

る問題にしばしば直面します。その解

決は容易ではありませんが、みんなと

一緒に考え、自分たちの地域を考え、

さらには社会を考える、そこから市民

活動が育っていくように思います。市

民活動はCINGAの目的でもあります

が、NPOとは行政のように確とした

ものではなく、アメーバのように動き、

いろいろな組織を、人を、ものをつな

いでいく。そのような働きができるの

ではないかと考えます。

最後に、支援講座の課題ですが、お

話ししましたのは足立区における支援

講座、足立区では「ボランティアのための講座」ではなく、「支援講座」と呼ん

でいらっしゃるのですが、日本語教室ボランティアのための講座、基礎編とでも

いうものだと思います。その基礎編の一層の充実ということを、私たちはこれか

ら目指したいと思います。そして先ほど、鈴木さんがおっしゃった中級講座、こ

れも充実させていかなければいけないと思っています。そしてさらにより多くの

ボランティアの方々や行政関係者の共感が得られ、支持していただけるようなプ

ログラム、そのようなプログラム作りが私たちの課題です。

■武蔵野市国際交流協会（MIA）

野山 次に武蔵野市国際交流協会（MIA）の河北さん、お願いします。

河北祐子 武蔵野市は、よく市長が自慢しているんですが、東京都のおへそに当

たる東京都の真ん中に位置する人口約13万人の市です。そこに住んでいる外国

人の登録者数は2,400人ちょっとですから、多くはないという地域です。ところ

69地域日本語教育から考える共生のまちづくり──全国フォーラム分科会

のは、「CINGAの目的を日本語教室関係者と共有し、対等な人間関係を作りなが

ら、日本語学習支援を考える」ということを柱にしています。

足立区は、今、鈴木さんがお話しになりましたように多文化共生の地域づくり

を区が掲げています。そして、ボランティア教室というものが外国人にとって信

頼され心の休まる場になるように区が支援するというふうに鈴木さんはおっしゃ

っています。そのような場づくりを目標に、講座には参加型学習の手法をいくつ

も取り入れています。そして日本語の文法も参加型、地域リソースの活用という

ことも全員で考えていきたい、そのようなプログラムを考えています。

◆「最大のリソースは人」

参加型学習の手法というのは、対等な人間関係とはどういうものか、それが実

感できるすぐれた手法だといわれています。実際、受講者の方々からいろいろな

ことに気づかされたというようなコメントを毎回いただきます。それから日本語

の文法も参加型ということで、日本語の文法に関して、1グループ6人ぐらいで

ひとつのテーマに向かってみんなで考え解決していきます。これは皆さん汗だく

でやってくださるのですが、でも、にこやかで楽しそうです。誰かが疑問を発し

誰かが答える、そしてみんなで考え協力して文法の法則を再認識していく。その

ような過程で協力体制というものが生まれるように思います。この方たちはこの

講座が終われば地域の日本語教室を立ち上げる方たちですが、日本語教室が生ま

れたら、日本語の問題だけではなく、さまざまな問題を解決していかなければな

りません。その問題解決に協力して立ち向かっていくための基本姿勢の大切さを

共有していただきたいと思っています。

地域リソースの活用、これも地域日本語教育プログラムづくりには大切な要素

ではないかと思います。講座に参加してくださる方の多くは足立区に長年住んで

いらっしゃる方で、足立区に愛着を持っていらっしゃいます。そのような方が、

ご自分の地域にさまざまなものごとを発掘して、それを発表していただく。「最

大のリソースは人です。その人を教室に連れて行って学習者と一緒に話してもら

えば、もうそれに勝るリソースはないのではないか」という言葉がとても印象に

残っています。

足立の方は本当に感受性が豊かというか、柔軟というか優しいです。それを支

える区の方も、鈴木さんたちもとても一生懸命頑張ってくださっています。そん

な中で私たちは講座を受け持たせていただいているのですが、いつも私たちは多

くの学びと気づきというお土産をドッサリ持って帰ることができています。私自
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